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目的 外科的切除後の基底細胞癌の再発に関与する因子を検討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 米国の大学病院 
対象者 初回治療基底細胞癌 588 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22  ） 

介入（要因曝露） 外科的切除 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 5 年再発率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

症例全体の 5 年再発率は 4.8%。比例ハザードモデルによる多変量解析では、

部位（頭部）、性別（男）が独立した有意な再発予測因子であった。頭部の症

例の中では腫瘍径 5mm 以下の再発率は 3.2%、6－9mm は 8％、10mm 以上は

9％であった。 

結論 

外科的切除は頭部以外においては極めて有効な治療法である。再発危険部位で

ある頭部においても、5mm 以下の病変であれば高い治癒率が期待できる。 
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エビデンスのレベル分類（IV） 
ニューヨーク大学による一連の報告の 1 つである。症例数が多くフォロー期間

も長いため、再発危険因子のデータとしても信頼度は非常に高い。 
 

 


